
1 ．はじめに

青年期世代は，大学等への進学を機会に，親元

を離れ一人暮らしを始めるなど，生活等の環境に

変化のある者が多くみられる。また，それに伴い，

食生活などにも変化がみられる。特に，食生活に

ついては，欠食や，食生活の技術・知識不足など

の問題点が指摘されている1）。平成 19 年度の国民

健康・栄養調査結果によると，朝食の欠食率は 20

年前より男女とも高い傾向にあり，特に青年期に

顕著である。しかしながら，一般的に，この世代

では，健康への不安が少なく，また，自身の健康

に対する関心が低い2）。

こうした特徴をもっている青年期は次世代を生

み育てる重要な時期であり，この時期における痩

せや肥満は，次世代への悪影響を及ぼしかねない。

また，将来にわたる生活習慣病予防の観点からも，

この世代が自ら健康的な食生活をデザインできる

よう，技術や知識を獲得することが望まれ，それ

を支援する体制の整備が必要である。

以上のような背景から，著者らは，平成 20 年

度より，教育・学習方法等改善支援事業として，

「学生がプロデュースする青年期の健康栄養プログ

ラムの開発」にとりくんでいる。

平成 21年 4月に設置された健康栄養学科では，

家政学科管理栄養士専攻での教育内容を発展させ，

建学の精神に則り，食を通して，乳幼児から高齢

者にいたる，さまざまな健康状態の人々の健康づ

くりを提案し，生活を創造できる管理栄養士の育

成を目指している。本事業の目的は，前述したよ

うに，青年期の痩せや肥満，摂食障害から生じる

次世代への悪影響が問題視されている中で，管理

栄養士を目指し学ぶ学生が講義や実習を通して得

た知識を活かし，同世代の青年期の食生活をプロ

デュースする技能を身につけることである。
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－青年期の Quality of Life（QOL：生活の質）と健康を支える
ライフスタイルに対する学生による要因分析－
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本研究の目的は，青年期の痩せや肥満，摂食障害から生じる次世代への悪影響が問題視されて

いる中で，管理栄養士を目指し学ぶ学生が講義や実習を通して得た知識を活かし，同世代の青年

期の食生活をプロデュースする技能を身につけることである。本報は，PRECEDE-PROCEED モデ

ルに準拠して大学生の食生活へのニーズアセスメントを行い，大学生の考える QOL（生活の質）

や健康，それを支えるライフスタイルの要因を学生自らが解明するとともに，学生の食を取り巻

く環境に目を向け，QOL を実現するため，どのようなメンバーと健康栄養プログラムを策定した

らよいかを検討した。ニーズアセスメントから，多くの学生が，学生の食を取り巻く環境につい

て改善が必要であると考えており，QOL 実現のためには，大学や地域社会との取り組みが必要で

あると考えていた。
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事業内容は，青年，特に大学生に焦点をあて，大

学生自身が「自分の食生活を評価し，デザインで

きる力」を身につけること，また，他者の食生活

を評価・改善できる健康栄養プログラムの開発と

評価手法の検討である。

本事業により学生に期待される成果として，次

のことがあげられる。第 1 に，対象集団（青年）

のニーズを把握する力の習得，第 2 に，対象集団

の健康課題やニーズを実現するため，他学科や学

食などの関係者を交えたカンファレンスなどでの

意見をファシリテイトする能力の獲得，第 3 に，

具体的なアセスメントからプログラム開発・評価

の一連の活動を進めていく力を習得できることで

ある。

これにより，学生が社会の中での多様なニーズ

や課題を発見しその問題を解決する能力，つまり，

今，管理栄養士に求められている健康栄養に関す

るプログラムをマネジメントする技術や能力を育

成するための教育・学習方法を構築する。

第一報では，学生自身の食事・生活活動状況の

実態を把握を行い，それをうけて，本報では，本

プログラムの基礎資料と資するために，次の点を

明らかにすることを目的とした。

1）大学生の食生活へのニーズアセスメントと

して，QOL（生活の質）と健康，それを支

えるライフスタイルの要因の抽出

2）プログラムを立案する構成メンバーの選定

3）要因分析より，健康栄養プログラムの提案

について検討した。

2 ．対象および方法

対象は，本学管理栄養士専攻に在籍する 3 年生

の女子計 58名とした。

本事業は科目「公衆栄養学実習」の一環として

行なった。実習のねらいは，地域栄養計画策定の

ための実態把握とその分析，策定から評価までの

方法を習得することであり，実習全体の流れを図

1に示した。

まず，地域栄養計画策定の手順と，全体の流れ

を理解した上で，青年期におけるライフステージ

の特性と諸問題を整理し，創造的に問題解決の方

法を習得した。これにあたっては，川喜田が発案

したカードを使ってまとめてゆく方法（KJ法）が，

公衆衛生活動・栄養活動領域でも広く用いられて

きていることから，KJ 法を用いて，1班 6名，計

9 班のグループワークを展開した。KJ 法の進め方

および実施風景を，図 2・3に示した。

次に，KJ 法により抽出された学生の望む QOL

とそれを支える要因を，近年，ヘルスプロモーシ

ョンのための現状把握と計画策定及び評価 3, 4）に用

いられてきているプリシード・プロシードモデル

（PRECEDE － PROCEED Model 図４）に沿って各

要因に分類し，大学生におけるニーズアセスメン

トを行った。図 5 にその実施風景を示す。このモ

地域栄養計画策定手順全体の流れの理解 

地域栄養計画における枠組みの必要性の理解 

社会診断の必要性の理解と方法の修得
 

要因間の関連の決め方・指標化の方法の修得 

図1　実習内容および実習の流れ 

1) ニーズアセスメント（要因分析） 

既存資料の活用 

実態把握の調査設計と調査票の作成 

調査票の配布、データ入力の方法の取得 

データ解析 

社会資源の分析・事業の分析手法の修得 

(社会資源との連携、事業の優先順位のつけ方)

2) プログラム立案の構成メンバーの選定 

 

地域栄養計画の評価手法の理解 

策定した事業計画について 

討議から事業プログラムの評価 

3) 学生によるプログラム立案 
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デルは，グリーンら5）によって開発されたヘルス

プロモーションのためのモデルの一つであり，

PRECEDE（教育・環境の診断と評価のための前提，

強化，実現要因）の部分と，PROCEED（教育・環

境の開発における政策的・法規的・組織的要因）

の 2つの部分から成り立っている。

次に，食生活を改善するために，プログラムを

誰と立案すると効果的か，各班でその構成メンバ

ーを選定した。

テーマの設定 

ブレイストーミングの実施 

データのカード化 

カードの分類と位置付け 

模造紙などへの作図および発表 

図2　KJ 法を用いた進め方4)  

図3 学生の実施風景
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Green. L. Wand Kreuter M. W, 1991

図5 PRECEDE－PROCEED Model を
用いたグループワーク風景

図4 PRECEDE－PROCEED Model 5)
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さらに，前述の要因分析を基に，各班でプログ

ラムの内容の提案を行った。

3 ．結果

3. 1 大学生の望むQOLへのニーズアセスメント

KJ 法により抽出された学生の望む QOL とそれ

を支える要因について，PRECEDE－PROCEED

Model に沿って各要因に分類し，図 6 に示した。

多くの学生は，「充実した楽しい学生生活」「ゆと

りのある生活を送りたい」「将来の夢を実現したい」

と考えており，そのためには次のような要因につ

いて，改善や実現が必要であると考えていた。

健康については，適正体重の維持や，女子学生

に特有の身体的愁訴が無いことが必要であると考

え，そのためには，バランスのよい食事を摂取で

きることが大切であると考えていた。

また，食環境としては，学生生活の場である学

内の食環境の改善や地域の食環境の充実を重要な

要因と捉えている。具体的には，学生食堂でのヘ

ルシーメニューの提供や栄養表示，よく利用する

スーパーマーケットやコンビニエンスストアなど

でのヘルシーメニューの販売などである。また，

食事について家族の協力が得られることや，悩み

などを相談できる友人の存在も重要な要因として

あがっていた。

3. 2 プログラム立案の構成メンバーの選定

大学生を対象とした地域栄養計画を策定するに

あたり検討した，大学生の食や健康と社会とのか

かわりと，それより選定される策定メンバーにつ

いて，図 7 にベン相関図（Venn Diagram）を用い

て示した。ベン相関図は，漠然と認識されている

地域の社会構造や組織のあり方，機能を視覚的に

することで，地域の社会関係をより具体的に再確

認する方法である。

図より，学生生活の場である大学の食環境やマ

スメディアからの情報提供，地域からの食物提供

や健康に関するサポート，また家族や友人の存在

が大学生の生活に大きくかかわっていることが分

かる。

これより選定される策定メンバーとしては，学

生食堂の運営者や学生主体の委員会，地域のスー

パーやコンビニエンスストアの店長，マスメディ

ア関係などがあがった。特に，学内の食環境につ

いては多くの学生が改善の必要性を感じており，

学生食堂の運営者は全ての班で参画を希望してい

た。また，一人暮らしをする学生が多いため，地

域の食環境や住環境について改善が必要と考え，

日常生活でよく利用するスーパーマーケットやコ

ンビニエンスストアの参画，自治体や地域企業か

らの参画を望む班もあった。マスメディア関係に

ついては，テレビやインターネット，雑誌等から

の食情報提供の充実を望み，テレビ局や出版社と

いったマスメディアの参画が必要と考える班もあ

った。

3. 3 大学生が提案する健康栄養プログラム

3. 1 および 3. 2 の結果を受け，学生による健康

栄養プログラムの立案を行なった。各班で提案し

たプログラムをまとめ，その結果を表1に示した。

行動と生活習慣の指標として，「バランスの良い食

事が出来る人の割合を増やす」「鉄分を十分に摂取

できる人の割合を増やす」「便秘の人の割合を減ら

す」などがあげられた。これらの目標達成のため

の条件として，準備要因では「バランスの良い献

立を知っている」「食生活を改善しようとする意欲

がある」「自分の適正体重についての知識がある」

などが挙げられた。また，強化要因としては「周

囲の人の協力」，実現環境要因としては「バランス

のとれた食事を提供している学食や飲食店などが

ある」「女性向けの料理を多く提供しているお店が

ある」「健康・食・運動に関して教育を受ける場が

ある」などが挙げられた。しかし，取り組みとし

ては「学生食堂のメニューに栄養成分表示がされ

ていない」「栄養教育を受ける場が無い」「一人暮

らしのため周囲の協力を得られない」「バランスの

よい食事を提供する飲食店が無い」などが現状で

ある。

これらを改善し，条件を満たすために必要な取

り組みとして，「バランスガイドの活用法や不足し

がちな栄養素について講義を行う」「料理教室の充

実や大学の選択科目としてバランスのよい食事を

学ぶ場を設ける」「地域のスーパーやコンビニエン

スストアなどで一人暮らしを支援する取り組みを
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自分で料理を作る 

 

 

適度な運動をする 

 

 

外食や中食の活用 

１日３食バランスのよ 

い食事をする 

 

食物繊維や鉄分の多い 

食品の摂取を心がける 

 

脂質の多い食品の摂取 

を控える 

身体的愁訴がない（貧 

血でない、生理不順で 

ない、便秘でない） 

ＱＯＬ 

健康 

健康で楽しく充実した 

学生生活 

ゆとりのある生活 

適正体重の維持 

（痩せや肥満でない） 

食事を作れる調理技術 

がある  

 

バランスのよい食事内 

容を知っている 

 

自分のエネルギー適正 

量の知識がある 

 

自分の適正体重の知識 

がある 

 

食生活改善の意欲があ 

る 

調理について家族の協 

力が得られる 

 

何でも話せる友人がい 

る 

 

一緒に運動に取り組む 

仲間がいる 

学食でヘルシーメニュ 

ーを提供している 

 

ヘルシー惣菜を提供す 

るスーパーなどがある 

 

食について学ぶ情報や 

機会がある 

 

運動をする場がある 

健康／栄養教育 政策　法規　組織 

ヘルスプロモーション 

図6　学生の望むＱＯＬとそれを支える要因 

行動 環境 

住まいの近くに便利な 

店がある 

準備因子 強化因子 実現因子 
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行う」「学食などでバランスのよいメニューの充実

と低価格での提供を行う」「雑誌などでバランスの

よいメニューやレシピの情報を掲載する」などが

あげられた（表 1）。

4 ．考察

本報では，青年期の大学生とくに女子大学生の

考える QOLや健康，それを支えるライフスタイル

の要因を学生自ら明らかにするとともに，学生の

食を取り巻く環境に目を向け，QOL を実現するた

めどのようなメンバーと健康栄養プログラムを策

定したらよいかを検討した。

多くの学生は，QOL として，大学生活にさらな

る充実感を求めるとともに，ゆとりのある生活を

望んでおり，そのためには健康的であること，そ

して自身の知識や技術の向上，周囲の人々の協力

が必要であると考えている。栄養士養成課程の学

生では，専門科目の多忙さが大学生活の充実感に

つながる場合もあるが3），その反面，学業以外の大

学生活に費やす時間や自身の趣味や教養のための

時間も確保したいという考えが“さらなる充実感”

と“ゆとりのある生活”を望む要因と考えられる。

青年期では，一般に健康不安が少なく健康への

関心が低い傾向にあるが7），今回の学習を通し，適

正体重の維持や身体的愁訴（貧血，生理不順，便

秘）の無いことを重要とし，バランスのよい食事

を摂取することと適度な運動を心がけることが必

要と考えていることが明らかとなった。女性にお

いては痩せが問題とされており，過度のダイエッ

トによる食事制限などが，身体的愁訴にもつなが

るため，適正体重について正しい知識を持つこと

が必要である。

大学生は一人暮らしをしている学生が多く，栄

養成分の摂取に気をつけていながら実践できてい

ないと認識していた結果をみると，大学や地域な

ど周囲の協力が必要と考えられる。特に，学生が

大半を過ごす学内の食環境は重要であり，本調査

でも健康栄養プログラムの策定には学生食堂の参

画が必要であることが示唆された。また，授業の

一環として栄養教育等を行い，バランスのよい食

事を学ぶとともに，その学習内容を実践できる場，

例えば，ヘルシーメニューが選択できる学生食堂

を提供することも大学内の取り組みの柱とすべき

である。

大学生 

コンビニの店長 ＜医療機関＞ 

産婦人科医師 

マスメディア 

料理研究家 

家族 

学生委員会・自治会 

食
情
報
の
側
面
か
ら
 

食
物
提
供
・
健
康
の
側
面
か
ら
 

大学 

地域 

テレビ・出版社 
の編集者 

アルバイト先の店長 

友人 

学生食堂の店長 

＜運動施設＞ ＜食料品・飲食店＞ 

ファミリー 
レストラン店長 

ジムの 
インストラクター 

スーパーの店長 スポーツ用品店 

歯科衛生士 

栄養士 

図7　食・健康と社会との関わりからみた学生による健康栄養プログラム策定メンバーの提案 
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つ
い
て
講
義
を
行
う
 

 栄
養
教
室
で
栄
養
表
示
の
見
方
を
指
導
し
、
参
加
者
の
意
 

識
を
高
め
る
 

 料
理
教
室
の
充
実
や
大
学
の
選
択
科
目
に
調
理
実
習
を
加
 

え
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
学
ぶ
場
を
設
け
る
 

 料
理
教
室
の
告
知
や
情
報
提
供
を
卓
上
メ
モ
や
ポ
ス
タ
ー
 

で
行
い
、
身
近
な
場
所
に
設
置
す
る
 

 テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
や
食
品
に
つ
 

い
て
特
集
を
組
む
 

 食
品
や
料
理
の
わ
か
り
や
す
い
栄
養
表
示
を
し
て
も
ら
う
 

 バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
の
提
供
・
レ
シ
ピ
を
配
布
す
る
 

定
期
的
に
栄
養
素
の
摂
取
量
を
調
査
す
る
 

 学
友
会
が
学
食
に
つ
い
て
積
極
的
に
活
動
す
る
よ
う
に
し
 

て
も
ら
う
 

 Q
R
 コ
ー
ド
な
ど
で
自
分
の
適
性
体
重
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
 

を
計
算
で
き
る
よ
う
に
す
る
 

 自
分
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
算
で
き
る
よ
う
に
す
る
 

 学
校
、
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
一
人
暮
ら
し
を
支
援
 

す
る
フ
ェ
ア
を
す
る
 

 家
族
と
一
緒
に
地
域
の
栄
養
講
習
会
に
参
加
す
る
 

サ
ー
ク
ル
を
作
り
学
内
に
呼
び
か
け
る
 

 学
食
や
コ
ン
ビ
ニ
で
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
メ
ニ
ュ
ー
を
充
実
 

さ
せ
、
低
価
格
で
提
供
し
て
も
ら
う
 

 学
生
が
よ
く
行
く
お
店
に
頼
ん
で
、
女
性
向
け
の
料
理
を
 

提
供
し
て
も
ら
う
 

 分
か
り
や
す
い
適
正
な
栄
養
表
示
や
レ
シ
ピ
の
配
布
を
し
 

て
も
ら
う
 

 雑
誌
等
に
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
メ
ニ
ュ
ー
や
レ
シ
ピ
の
情
報
 

を
載
せ
て
も
ら
う
 

 栄
養
相
談
で
き
る
場
と
機
会
を
設
け
る
 

 学
割
が
き
く
よ
う
に
し
て
も
ら
う
 

 学
食
の
営
業
時
間
を
延
ば
す
 

 農
家
か
ら
ス
ー
パ
ー
に
新
鮮
な
野
菜
を
提
供
し
て
も
ら
う
 

バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を
配
布
じ
て
い
る
が
、
活
用
 

し
て
い
る
人
は
極
め
て
少
な
い
 

 食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
が
理
解
し
ず
ら
く
、
普
 

及
し
て
い
な
い
 

 レ
シ
ピ
は
あ
る
が
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
の
 

レ
シ
ピ
が
載
っ
て
い
る
も
の
が
少
な
い
 

 学
内
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
い
る
が
、
活
用
 

さ
れ
て
い
な
い
 

 保
健
セ
ン
タ
ー
の
料
理
教
室
の
存
在
が
知
ら
れ
 

て
い
な
い
 

 学
食
の
栄
養
成
分
表
示
が
さ
れ
て
い
な
い
 

 食
物
繊
維
を
表
示
す
る
食
品
が
少
な
い
 

 栄
養
教
育
は
実
施
さ
れ
て
お
ら
ず
受
け
る
場
が
 

な
い
 

 学
食
の
要
で
あ
る
学
友
会
が
機
能
し
て
い
な
い
 

 一
人
暮
ら
し
で
は
身
近
に
相
談
で
き
る
人
が
い
 

な
い
た
め
、
協
力
を
得
る
の
が
困
難
 

 同
じ
目
標
を
持
つ
仲
間
と
出
会
う
場
が
な
い
 

 バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
提
供
し
て
い
る
お
 

店
が
身
近
に
普
及
し
て
い
な
い
 

 コ
ン
ビ
ニ
や
学
食
は
あ
っ
て
も
提
供
さ
れ
る
メ
 

ニ
ュ
ー
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
 

 栄
養
表
示
を
し
て
い
る
店
は
あ
る
が
見
に
く
く
 

活
用
さ
れ
て
い
な
い
、
正
し
い
か
疑
問
 

 レ
シ
ピ
は
提
供
さ
れ
て
い
る
が
、
バ
ラ
ン
ス
が
 

良
い
と
は
限
ら
な
い
 

 教
育
を
受
け
る
場
が
な
い
 

 料
理
教
室
の
参
加
費
が
高
い
 

（
準
備
要
因
）
 

 バ
ラ
ン
ス
の
良
い
献
立
を
立
て
ら
れ
る
 

 ３
食
食
べ
る
必
要
性
を
知
っ
て
い
る
 

 ど
の
食
材
に
ど
の
栄
養
素
が
ど
れ
だ
け
含
ま
れ
 

る
か
知
っ
て
い
る
 

 欠
食
と
健
康
と
の
関
係
を
知
っ
て
い
る
 

 料
理
技
術
と
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
あ
る
 

 野
菜
を
積
極
的
に
摂
取
し
よ
う
と
し
て
い
る
 

 野
菜
の
多
い
食
事
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
 

 食
生
活
を
改
善
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
あ
る
 

 自
分
の
適
性
体
重
に
つ
い
て
の
知
識
が
あ
る
 

 一
日
に
必
要
な
栄
養
素
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
知
 

っ
て
い
る
 

   （
強
化
要
因
）
 

 周
囲
の
人
の
協
力
 

   （
実
現
環
境
要
因
）
 

 バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
提
供
し
て
い
る
学
 

食
や
お
店
な
ど
が
あ
る
 

 女
性
向
け
の
料
理
を
多
く
提
供
し
て
い
る
店
が
 

あ
る
 

 見
や
す
い
栄
養
表
示
を
し
て
い
る
店
が
あ
る
 

 バ
ラ
ン
ス
の
良
い
メ
ニ
ュ
ー
の
レ
シ
ピ
を
提
供
 

し
て
く
れ
る
場
が
あ
る
 

 健
康
、
食
や
運
動
に
関
す
る
教
育
を
受
け
る
場
 

が
あ
る
 

 周
囲
に
学
食
や
コ
ン
ビ
ニ
、
ス
ー
パ
ー
が
身
近
 

に
あ
る
 

 新
鮮
な
野
菜
が
手
に
入
る
 

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
が
で
き
る
人
の
割
合
を
 

増
や
す
 

 ３
食
き
ち
ん
と
食
事
を
摂
る
 

 鉄
分
を
十
分
に
摂
取
で
き
る
人
の
割
合
を
増
や
 

す
 
 便
秘
を
し
て
い
る
人
の
割
合
を
減
ら
す
 

 野
菜
を
食
べ
る
 

 自
分
で
料
理
す
る
 

行
動
と
生
活
習
慣
の
指
標
 

取
り
組
み
の
現
状
 

目
標
達
成
の
た
め
の
条
件
 

（
準
備
、
強
化
、
実
現
、
環
境
要
因
）
 

表
 1
　
目
標
達
成
の
た
め
に
必
要
な
取
り
組
み
の
提
案
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学生がプロデュースする青年期の健康栄養プログラムの開発（第２報）

また，地域社会やマスメディアにも，学生が食

生活サポートを望んでおり，地域から学生がよく

利用するスーパーやコンビニエンスストアにおけ

る支援が必要とされていることが明らかとなった。

本報では，プログラムの立案までを検討課題とし

たが，今後はリーフレットなどの情報提供ツール

の開発などに取り組み，学生自らによる食環境の

改善を検討したい。

本研究は，学部教育の高度化・個性化支援メニ

ュー群「平成 20 年度教育・学習方法等改善支援」

事業の一環として行われたものであり，20 年度か

ら 3ヵ年計画で実施される内，20年度の報告とす

る。
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